
生体分子研究室
Laboratory of Proteomics and Biomolecular Science

研 究

生体分子研究室は順天堂大学で行われる研究をサポートする部門の一つで、生化学的分野を担当しています。

施設内には、共用機器として各種遠心機、プレートリーダー（吸光・蛍光・発光）、画像撮影装置（化学発光・蛍
光）、液体クロマトグラフィー、分子間相互作用解析装置、多項目同時測定装置などを設置しています。なお、質量分
析計とアミノ酸分析計についてはスタッフが操作し、依頼分析のみの扱いとなりますのでご相談ください。また、生化
学分野の実験相談、実験実技指導（電気泳動・ブロッティング、質量分析用サンプル調製法など）も随時行っておりま
す。

主要な研究装置である質量分析計、分子間相互作用解析装置、多項目同時測定装置についてご紹介します。

質量分析計は現在7台（TripleTOF 5600, LTQ orbitrap XL ETD, TSQ Quantum Ultra AM, TSQ Quantum GC, 
Vion IMS Qtof, LCMS-8060, 6530 Q-TOF CE/MS）を保有し、生体内で起きている現象を解明するため分子レベルで
の解析を行っております。網羅的探索には高精度かつ高感度な質量分析装置（Q-TOF型、Orbitrap型）、対象分子の定
量には高感度定量分析装置（三連四重極型）を使用しています。対象化合物の物性によりGC-MS、LC-MS、CE-MSを使
い分け、プロテオミクス、メタボロミクス、リピドミクス分野の最先端研究をサポートいたします。

分子間相互作用解析装置（Biacore T200）は分子の結合によって生じる微細な質量の変化を検出し、結合速度・解離
速度とその結合の強さを算出する機器です。生体内に存在する多くの分子が結合・解離することで成り立っている生命
現象の解明に有用です。

多項目同時測定装置（Luminex 200）は、少量のサンプルで最大100種の分子の定量・定性を行うことが出来る機器
です。100色のビーズ表面に調べたいタンパク質に特異的なモノクローナル抗体を結合させ、この抗体結合ビーズとサ
ンプル・検出抗体を反応させて、その蛍光強度から目的分子の定量・定性を行います。

主な研究及び研究支援

スタッフ

1. 質量分析：タンパク質, 代謝物, 脂質の解析
2. 分子間相互作用解析
3. 蛍光マイクロビーズを用いた多項目同時測定
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主な研究及び支援内容、主な研究設備

LTQ OrbiTrap XL ETD TripleTOF 5600

多項目同時測定装置

質量分析計

Biacore T200

分子間相互作用解析装置
Luminex 200
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Research Support ServiceMembers

Mass spectrometric Analysis (Triple Quadrapole, q-TOF, Orbitrap)

・Protein Identification : In gel digestion, PTM identification

・Protein Quantification : iTRAQ, SWATH-MS, RTS-MS3

PTM (Phosphorylation etc.)

・Metabolites Identification & Quantification

・Lipid Profiling 

Director Yoshiki Miura

Assistant Director Hikari Taka

Visiting Professor Takashi Ueno

Staff

Naoko Kaga

Saiko Kazuno

Mika Kikkawa

Noriko Ueno

Technician Yuka Hiraoka

Research Support Services and Instruments

Orbitrap Eclipse TripleTOF 5600

Mass Spectrometor

Biacore T200 Luminex 200

Laboratory of

Proteomics and Biomolecular Science

Multiplex Assay (Luminex 200)

・Cytokines

・Cell Signaling

Molecular Interaction (Biacore T200 &  MicroCal iTC200)

・Protein-Protein

・Protein-Small Molecule

1. Mass Spectrometric Analysis

2. Molecular Interaction Analysis

3. Luminex Analysis
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